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一�

、
地
方
取
引
所
の
存
在
意
義
に
関
す

る
議
論
が
渦
巻
く
二
〇
〇
二
年
に
最

初
の
福
証
勤
務
を
開
始

　

二
〇
二
四
年
一
二
月
一
六
日
、
福
岡
証
券
取
引
所
（
以

下
、
福
証
）
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
開
設
し
たQ

-Board

以
来
の
新
市
場
と
な
るFukuoka�PRO

�M
arket

（
以

下
、
Ｆ
Ｐ
Ｍ
）
を
開
設
し
た⑴

。
上
場
企
業
数
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
福
証
で
は
、
新
規
上
場
に
関
心
を
持
つ
企
業
に
Ｆ

Ｐ
Ｍ
へ
の
上
場
を
呼
び
掛
け
、
市
場
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｐ
Ｍ
は
、
福
岡
証
券
取
引
所
常
務
執
行
役
営
業
部
長

で
あ
る
加
來
英
彦
氏
の
「
成
長
志
向
を
持
つ
地
域
の
企
業

に
貢
献
し
た
い
」、「
福
証
を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
い
う

想
い
よ
り
生
ま
れ
た
市
場
で
あ
る
。
加
來
部
長
は

Q
-Board

の
一
号
案
件
に
も
携
わ
っ
た
経
験
を
持
っ
て

お
り
、
福
証
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
新
興
企
業
向
け
市
場
に
深

く
関
与
し
て
き
た
。

　

加
來
部
長
は
大
学
卒
業
後
、
福
岡
相
互
銀
行
（
現
西
日

本
シ
テ
ィ
銀
行
）
に
入
行
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
四
月

か
ら
三
年
四
カ
月
お
よ
び
二
〇
二
一
年
四
月
か
ら
現
在
に

福
岡
証
券
取
引
所
の
新
市
場Fukuoka�PRO�M

arket

へ
の
期
待

―�

福
証
営
業
部
長
・
加
來
英
彦
氏
の
想
い
か
ら
生
ま
れ
た
二
四
年
ぶ
り
の
新
市
場
―

船　

岡　

健　

太

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕
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い
た
る
二
度
の
福
証
へ
の
出
向
を
経
験
し
て
お
り
、
二
〇

二
五
年
一
月
六
日
よ
り
現
職
に
就
任
し
て
い
る⑵

。

　

二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
、
新
潟
、
広

島
お
よ
び
京
都
の
各
地
方
証
券
取
引
所
が
姿
を
消
す
と
い

う
地
方
取
引
所
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ

た⑶

。
こ
の
よ
う
な
出
来
事
よ
り
、
地
方
取
引
所
の
存
在
意

義
に
関
す
る
議
論
が
渦
巻
い
て
い
た
二
〇
〇
二
年
の
最
初

の
福
証
出
向
時
に
お
い
て
は
、Q

-Board

市
場
の
一
号

案
件
の
探
索
に
奔
走
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。Q

-Board

は
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
福
証
の
新
興
企
業
向
け
市
場
と

し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
の
、
上
場
企
業
が
存
在
し
な
い
と

い
う
状
態
が
続
い
て
い
た⑷

。
こ
の
箱
は
あ
る
も
の
の
中
身

が
存
在
し
な
い
と
い
う
状
況
に
「
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
残
念
な
気
持
ち
で
一
杯
で
あ
っ
た
」
と
加
來
部
長
は

述
懐
す
る
。

　

二
〇
〇
五
年
二
月
にQ

-Board

市
場
の
三
号
案
件
と

し
て
新
規
上
場
し
た
タ
イ
セ
イ
（
現cotta

）
は
、
加
來

図表１�　加來部長のアクションを中心とした福証におけるQ-Board 開設か
らFPM開設までの流れ

年月 出来事
2000年 5 月 福証にベンチャー企業向け市場であるQ-Board が開設される
2002年 4 月 加來氏、最初の福証勤務開始（2005年 7 月まで）
2003年 2 月 加來氏が担当したビジネス・ワン社（長崎市）がQ-Board 市場一号案件として新規上場

2005年 2 月 加來氏が担当したタイセイ社（現 cotta、大分県津久見市）がQ-Board 市場三号案
件として新規上場。同社は2013年 9 月に東証マザーズにステップアップ上場を果たす

2021年 4 月 加來氏、二度目の福証勤務開始
2022年 4 月 加來氏、福証営業部長に就任

2022年10月
加來部長をはじめとする福証営業部の提案により、福証活性化推進協議会に「株式上
場制度等に関する分科会」が設置され、福証にプロマーケット開設に向けた議論が開
始される

2023年 5 月 長宣也福証理事長がプロマーケット市場の開設を準備していることを発表

2023年12月 加來部長の働きかけをきっかけとして、福証のプロマーケット市場への参加を示して
いたフィリップ証券が福証より特定正会員として認定される

2024年春 福証におけるプロマーケット市場の開設が金融庁より認可される

2024年10月
加來部長らの福証営業部の提案により、福証活性化推進協議会に「成長株式上場制度
等に関する分科会」が設置され、プロマーケット開設後の活性化に向けた議論を開始
（この分科会は現在も継続中）

2024年12月 福証に Fukuoka�PRO�Market が開設され、同時に 7社が新規上場
2025年 1 月 加來部長、福証常務執行役に就任
〔出所〕　�福証加來部長に対するヒアリングおよび各種資料より作成。
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部
長
に
よ
る
同
社
の
佐
藤
成
一
社
長
（
当
時
）
に
対
す
る

幾
度
に
も
渡
る
福
証
へ
の
誘
致
の
結
果
生
ま
れ
た
案
件
で

あ
っ
た
。
大
分
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
津
久
見
市
で
事

業
を
営
む
タ
イ
セ
イ
社
へ
の
訪
問
は
博
多
駅
か
ら
特
急
等

を
利
用
し
て
も
少
な
く
と
も
三
時
間
を
要
す
る
。
加
來
部

長
は
福
証
の
担
当
者
と
し
て
、
小
西
雄
二
福
証
専
務
理
事

（
当
時
）
と
と
も
に
、
定
期
的
に
タ
イ
セ
イ
社
を
訪
れ
、

東
証
マ
ザ
ー
ズ⑸

上
場
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず

Q
-Board

に
上
場
し
、
上
場
企
業
の
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
早
道
に
な
る
と
い
う
話
を
し
た
と
い
う
。

　

二
〇
一
三
年
九
月
に
同
社
が
マ
ザ
ー
ズ
に
上
場
し
た
際

は
、「
マ
ザ
ー
ズ
に
た
ど
り
着
く
ま
で
少
し
時
間
が
か

か
っ
た
が
、
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た
マ
ザ
ー
ズ
へ
の
上
場

を
果
た
し
た
こ
と
に
対
し
て
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
」
と
当

時
の
想
い
に
つ
い
て
加
來
部
長
は
述
べ
る
。
上
位
市
場
を

目
指
す
上
で
、
ま
ず
上
場
基
準
が
緩
や
か
な
市
場
に
上
場

す
る
こ
と
は
、
上
場
企
業
と
し
て
の
基
礎
体
力
を
養
う
観

点
で
と
て
も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
タ
イ
セ
イ
社
の
福
証
の

担
当
者
と
し
て
経
験
し
、
こ
の
経
験
が
Ｆ
Ｐ
Ｍ
の
開
設
想

起
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
加
來
部
長
は
語
る
。

　

本
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
福
証
に
お
よ
そ
四
半
世
紀
振
り
に

誕
生
し
た
新
市
場
で
あ
る
Ｆ
Ｐ
Ｍ
開
設
ま
で
の
歩
み
を
福

証
加
來
部
長
の
尽
力
の
内
容
と
と
も
に
記
し
て
み
た
い⑹

。

二�

、福
証Q

-Board

市
場
一
号
案
件
に

お
け
る
苦
い
経
験

　

二
〇
〇
〇
年
五
月
に
福
証
に
お
い
てQ

-Board

市
場

が
開
設
さ
れ
て
か
ら
、
複
数
の
企
業
が
同
市
場
へ
の
上
場

に
つ
い
て
関
心
を
示
し
て
い
た
も
の
の⑺

、
加
來
部
長
の
最

初
の
出
向
で
あ
る
二
〇
〇
二
年
四
月
に
お
い
て
福
証
は

Q
-Board

市
場
一
号
案
件
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
長
崎
市
で
建
設
関
連
業
界
向
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け
の
ソ
フ
ト
を
開
発
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ワ
ン
社
が

Q
-Board

市
場
一
号
案
件
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

同
社
は
日
本
証
券
業
協
会
が
運
営
す
る
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ト

市
場⑻

に
お
い
て
二
〇
〇
一
年
に
資
金
調
達
を
実
施
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
同
市
場
に
関
与
し
て
い
た
デ
ィ
ー
・
ブ
レ

イ
ン
証
券
か
ら
の
紹
介
も
あ
り⑼

、
福
証
がQ

-Board

市

場
へ
の
勧
誘
を
行
っ
た
こ
と
が
、Q

-Board

市
場
一
号

案
件
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
ワ
ン
社
のQ

-Board

に
お
け
る
売
買
開

始
日
で
あ
る
二
〇
〇
三
年
二
月
一
四
日
（
金
）
は
、
売
り

気
配
が
先
行
し
、
取
引
が
成
立
し
な
か
っ
た
。
翌
営
業
日

で
あ
る
二
月
一
七
日
に
よ
う
や
く
取
引
が
成
立
し
た
も
の

の
、
そ
の
初
値
（
始
値
）
は
三
五
、
〇
〇
〇
円
で
あ
り
、

終
値
は
さ
ら
に
値
を
下
げ
三
四
、
一
五
〇
円
で
あ
っ
た
。

終
値
ベ
ー
ス
で
は
、
公
開
価
格
六
〇
、
〇
〇
〇
円
を
四

三
・
〇
八
％
下
回
る
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
結

果
は
、
市
場
関
係
者
や
上
場
志
向
企
業
に
対
し
てQ

-Bo�

図表２�　福証Qボード上場一号企業、ビジネス・ワン社の新規上場時の価格
形成

想定仮条件 50,000円－60,000円

仮条件 50,000円－60,000円

公開価格 60,000円

初値（2003年 2 月17日） 始値35,000円　終値34,150円

公開価格から初値（終値）の変化率 －43.08％

（注）�　売買開始日である2003年２月14日（金）は取引不成立であった。
〔出所〕�　株式会社ビジネス・ワン「新株式発行届出目論見書」（訂正事項分含む）、東洋経済新報社

『株価CD-ROM』より作成。
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ard

に
お
け
る
株
価
形
成
に
不
安
を
与
え
る
こ
と
と
な

り
、
後
のQ

-Board

市
場
へ
の
新
規
上
場
誘
致
を
目
的

と
す
る
営
業
活
動
に
対
し
て
負
の
影
響
が
あ
っ
た
と
加
來

部
長
は
語
る
。

三�

、
二
回
目
の
福
証
勤
務
に
お
け
る

Ｆ
Ｐ
Ｍ
開
設
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

　

二
〇
二
一
年
四
月
、
加
來
氏
の
二
度
目
の
福
証
勤
務
が

始
ま
っ
た
。
こ
の
年
の
九
月
にGeolocation�T

echnol�

ogy

社
、
お
よ
び
一
一
月
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
社
が

T
O
K
Y
O
�PRO

�M
arket

市
場
（
以
下
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
）
よ
り

Q
-Board

市
場
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
上
場
を
果
た
し
た
。

こ
の
両
社
の
代
表
よ
り
、
将
来
的
に
よ
り
上
位
の
市
場
に

近
づ
き
た
い
と
い
う
想
い
で
一
般
市
場⑽

で
あ
るQ

-Bo�

ard
に
移
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
加
來
部
長
は
聞
き
、

「T
PM

→Q
-Board

→
福
証
本
則
・
マ
ザ
ー
ズ
等
の
上

図表３　ビジネス・ワン社の新規上場時における引受シンジケート団
証券会社名 引受株数（比率）

主幹事証券 ディー・ブレイン証券 900株（45％）

幹事証券 三菱証券 400株（20％）

幹事証券 松井証券 400株（20％）

幹事証券 こうべ証券 100株（ 5％）

幹事証券 さくらフレンド証券 100株（ 5％）

幹事証券 東海東京証券 100株（ 5％）

（注）�　証券会社名はすべて当時の名称である。
〔出所〕　�株式会社ビジネス・ワン「新株式発行届出目論見書」（訂正事項分含む）。
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位
市
場
」
と
い
う
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
と
い

う
ル
ー
ト
は
企
業
の
成
長
を
後
押
し
す
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
福
証
は
、
上
場
志
向
を
持
つ
企
業
を
中
心
に

年
間
の
べ
二
〇
〇
社
以
上
の
経
営
者
等
と
面
談
を
行
っ
て

い
る
が
、
あ
る
程
度
の
成
長
を
遂
げ
、
体
制
も
整
備
し
て

い
る
け
れ
ど
も
、
上
場
申
請
に
あ
と
一
歩
及
ば
な
い
企
業

が
多
く
み
ら
れ
た⑾

。「Q
-Board

よ
り
基
準
が
緩
や
か
な

市
場
が
あ
れ
ば
、
上
場
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い

た
加
來
部
長
は
、
福
証
に
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト⑿

を
作
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
考
え
始
め
た
と
い
う
。

　

福
証
に
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
と
い
う
考
え
を
実

現
す
べ
く
、
加
來
部
長
は
営
業
部
内
で
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
関
す
る
勉
強
会
を
始
め
た
。
こ
の
勉
強
会
に
お
い
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｍ
上
場
企
業
や
上
場
志
向
を
持
つ
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
よ
り
、
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
上
場
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
の
整
理
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ

ト
市
場
の
将
来
性
に
つ
い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
触
を
つ
か

め
た
こ
と
か
ら
、
一
九
九
八
年
か
ら
福
証
に
設
置
さ
れ
て

い
る
活
性
化
推
進
協
議
会
（
以
下
、
活
性
協
）⒀

に
お
い

て
、
加
來
部
長
は
福
証
に
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
設
す
る

こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、「
特
定
取
引
所
金

融
商
品
市
場
（
プ
ロ
市
場
）」
を
開
設
す
る
場
合
の
論
点

に
つ
い
て
議
論
す
る
場
で
あ
る
「
株
式
上
場
制
度
等
に
関

す
る
分
科
会
」
を
活
性
協
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
分
科
会
は
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
二
三

年
三
月
ま
で
の
間
に
五
回
開
催
さ
れ
、
二
〇
二
三
年
五
月

二
五
日
に
は
、
長
宣
也
福
証
理
事
長
よ
り
福
証
に
お
い
て

二
〇
二
四
年
度
後
半
に
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
設
す
る
準

備
に
入
っ
た
こ
と
が
正
式
に
発
表
さ
れ
た⒁

。

　

分
科
会
に
お
け
る
議
論
は
、
福
証
に
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
設
立
す
る
意
義
が
あ
る
と
い
う
声
を
集
約
す
る
こ
と
が

で
き
、
金
融
庁
と
の
話
し
合
い
を
前
向
き
に
後
押
し
す
る
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も
の
と
な
り
、
二
〇
二
四
年
春
に
お
け
る
同
庁
か
ら
の
福

証
に
お
け
る
特
定
取
引
所
金
融
商
品
市
場
の
開
設
認
可
へ

と
つ
な
が
っ
た
。

　

こ
の
認
可
後
、
市
場
を
開
設
し
た
も
の
の
上
場
企
業
が

存
在
し
な
い
と
い
うQ

-Board

の
設
立
当
初
の
苦
い
経

験
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、
Ｆ
Ｐ
Ｍ
を
開
設
す
る
二
〇

二
四
年
度
内
に
上
場
企
業
が
誕
生
す
る
よ
う
、
分
科
会
に

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
参
加
を
お
願
い
し
た
複
数
の

J-A
dviser

⒂

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
深
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

四�

、二
〇
二
四
年
一
二
月
Ｆ
Ｐ
Ｍ
開
設
、

今
後
へ
の
期
待

　

二
〇
二
四
年
一
二
月
一
六
日
、
Ｆ
Ｐ
Ｍ
は
開
設
の
日
を

迎
え
た
。
開
設
と
同
時
に
七
社
の
新
規
上
場
企
業
が
誕
生

し
た
。
苦
い
経
験
で
あ
っ
たQ

-Board

開
設
当
初
の
市

場
は
誕
生
し
た
も
の
の
上
場
企
業
は
存
在
し
な
い
と
い
う

状
況
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
七
社
の
新
規
上
場
企
業
は
す
べ
て
フ
ィ
リ
ッ
プ
証

券
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
担
当
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｐ
Ｍ
誕
生
を

後
押
し
し
た
前
述
の
「
株
式
上
場
制
度
等
分
科
会
」
に
加

來
部
長
が
同
証
券
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
声
を
か

け
る
等
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
へ
の
新
規
上
場
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
最
も
多
く
手
掛
け
て
い
る
同
証
券
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
て
き
た
。「
同
証
券
が
（
Ｆ
Ｐ
Ｍ
開
設
と

同
時
に
七
社
の
上
場
企
業
の
誕
生
に
つ
い
て
）
動
い
て
く

れ
た
の
は
、
Ｆ
Ｐ
Ｍ
設
立
の
意
義
に
つ
い
て
賛
同
し
て
く

れ
た
こ
と
が
大
き
い
」
と
加
來
部
長
は
語
る
。

　

今
後
に
お
い
て
Ｆ
Ｐ
Ｍ
が
存
在
感
あ
る
市
場
を
目
指
す

に
あ
た
っ
て
、
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
点
は
少
な

く
な
い
。
昨
年
一
二
月
六
日
の
Ｆ
Ｐ
Ｍ
開
設
と
同
時
に
上

場
し
た
七
社
の
う
ち
六
社
は
Ｔ
Ｐ
Ｍ
と
の
重
複
上
場
で
あ

る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
市
場
の
特
徴
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｍ
と
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Ｆ
Ｐ
Ｍ
の
異
な
る
点
を
探
し
出
す
の
は
難
し
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｍ

が
持
っ
て
い
な
い
Ｆ
Ｐ
Ｍ
な
ら
で
は
の
魅
力
を
作
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
、
今
後
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
と
の
重
複
上
場
を
選

択
す
る
企
業
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

重
複
上
場
を
増
や
す
こ
と
よ
り
も
、
市
場
の
発
展
に

と
っ
て
大
事
な
の
が
Ｆ
Ｐ
Ｍ
単
独
上
場
企
業
の
増
加
で
あ

る
。
プ
ロ
市
場
と
し
て
大
き
な
相
違
の
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｍ
と
Ｆ

Ｐ
Ｍ
が
併
存
す
る
現
況
に
お
い
て
、
残
念
な
が
ら
、
Ｆ
Ｐ

Ｍ
の
み
の
上
場
を
選
択
す
る
企
業
は
限
定
的
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
Ｆ
Ｐ
Ｍ
の
独
自
性
を
見
出
し
て
い
け

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
極
め
て
難
易
度
が
高
い
ト
ピ
ッ
ク

で
あ
る
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
に
お
い
て
も
課
題
と
し
て
抱
え
て
い

る
資
金
調
達
機
能
お
よ
び
流
動
性
の
向
上
に
つ
い
て
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場
の
上
場
基

準
に
届
く
企
業
規
模
で
は
な
い
が
、
資
金
需
要
が
旺
盛
で

エ
ク
イ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
心
を
持
つ
企
業
か
ら
Ｆ

Ｐ
Ｍ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
資
金
調
達
機
能
お
よ
び
流

動
性
の
向
上
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て
は
、
特
定
投
資
家
と

の
つ
な
が
り
が
重
要
と
な
る
。
現
在
、F-A

dviser

と
し

て
福
証
が
認
定
し
て
い
る
Ｆ
Ｐ
Ｍ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
八

社
あ
り
、
こ
の
う
ち
地
方
銀
行
系
の
証
券
会
社
と
し
て
初

め
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
た
九
州
Ｆ
Ｇ
証
券⒃

、
銀
行
と

し
て
最
初
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
佐
賀
銀
行
は
地
域
金

融
機
関
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
営
業
エ
リ
ア
に
お
い
て
地
域

の
特
定
投
資
家
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
有
し
て
お
り
、
両
社

に
は
九
州
の
特
定
投
資
家
と
Ｆ
Ｐ
Ｍ
上
場
企
業
を
つ
な
ぐ

役
割
を
是
非
期
待
し
た
い⒄

。

　

F-A
dviser

の
資
格
取
得
を
目
指
す
金
融
機
関
等
を
増

や
す
と
と
も
に
、
現
在
の
八
社
のF-A

dviser

と
福
証

に
お
け
る
Ｆ
Ｐ
Ｍ
の
存
在
意
義
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
は
切
に
大
事
で
あ

ろ
う
。
加
來
部
長
が
Ｆ
Ｐ
Ｍ
開
設
前
よ
り
し
っ
か
り
対
話
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し
て
い
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
証
券
の
存
在
が
な
け
れ
ば
、
昨
年

一
二
月
一
六
日
の
Ｆ
Ｐ
Ｍ
開
設
と
同
時
に
七
社
の
新
規
上

場
は
実
現
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
状
で
は

フ
ィ
リ
ッ
プ
証
券
以
外
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
Ｆ
Ｐ

Ｍ
上
場
企
業
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
加
來
部
長
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
伴
走
し
よ
う
と
い
う
熱
意
の
高
いF-A
dviser

の
裾
野
の
拡
大
が
望
ま
れ
る
状
況
に
あ
る
。

　

た
だ
、
Ｆ
Ｐ
Ｍ
の
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
言
え
る

フ
ィ
リ
ッ
プ
証
券
の
存
在
は
大
き
い
、
最
近
、
同
証
券
は

プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
以
外
の
一
般
市
場
の
新
規
上
場
に
お
け

る
主
幹
事
業
務
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た⒅

。
福
証
が
Ｆ
Ｐ
Ｍ

お
よ
びQ

-Board

の
活
用
方
法
と
し
て
提
案
す
る
、

FPM

→Q
-Board

→
福
証
本
則
・
東
証
グ
ロ
ー
ス
と
い

う
段
階
的
に
上
場
市
場
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
プ
ラ
ン⒆

に
お
い
て
同
じ
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
が
引
受
を
継
続
的
に

行
う
と
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
上
位
市
場
に
移
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
証
券
の
Ｆ
Ｐ
Ｍ
か

ら
上
位
市
場
へ
と
つ
な
ぐ
一
気
通
貫
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
が
実
現
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

　

Ｆ
Ｐ
Ｍ
の
立
ち
上
げ
構
想
時
に
お
い
て
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｍ

と
同
じ
よ
う
な
も
の
を
作
る
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
反
対
意
見

に
対
し
て
、「
Ｆ
Ｐ
Ｍ
が
誕
生
し
た
ら
有
り
難
い
」
と
い

う
九
州
の
企
業
等
の
声
を
加
来
部
長
は
丁
寧
に
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｆ
Ｐ
Ｍ
の
必
要
性
を
関
係
機

関
に
対
し
て
根
気
強
く
唱
え
て
き
た
。「
成
長
志
向
を
持

つ
地
域
の
企
業
に
貢
献
し
た
い
」、「
福
証
を
活
性
化
さ
せ

た
い
」
と
い
う
加
來
部
長
の
想
い
が
実
現
す
る
こ
と
を
筆

者
も
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
Ｆ
Ｐ
Ｍ
市
場
の
今
後
の
隆
盛

に
つ
い
て
大
き
く
期
待
し
た
い
。

（
注
）

⑴　

プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
場
は
、
投
資
判
断
に
関
す
る
目
利
き
の
力
を

持
つ
プ
ロ
投
資
家
向
け
の
市
場
で
あ
り
、
財
務
数
値
等
の
形
式
基
準
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を
設
定
し
な
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
上
場
に
対
す
る
門
戸

が
広
い
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
先
行
（
設
立
時
の
名
称
は

T
O
K
Y
O
�A
IM

取
引
所
、
二
〇
一
二
年
よ
り
現
名
称
）
し
て
存
在
す

る
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
場
で
あ
るT

O
K
Y
O
�PRO

�M
arket

（T
PM

）

へ
の
新
規
上
場
企
業
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
二
〇
二

五
年
二
月
末
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｍ
上
場
企
業
数
は
一
三
五
社
で
あ
る

（
東
証
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
）。
Ｔ
Ｐ
Ｍ
に
お
け
る
プ
ロ
投
資
家
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
雨
宮
（
二
〇
二
三
）
の
説
明
が
わ
か
り
や
す
い
。「
プ
ロ

投
資
家
と
は
、『
特
定
投
資
家
等
』
と
呼
ば
れ
る
金
融
機
関
な
ど
の
適

格
機
関
投
資
家
や
企
業
（
上
場
会
社
ま
た
は
資
本
金
五
億
円
以
上
の

株
式
会
社
）
な
ど
を
指
す
。
中
に
は
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
個
人

も
い
る
。
二
〇
二
二
年
七
月
か
ら
個
人
投
資
家
が
プ
ロ
投
資
家
に
な

る
た
め
の
資
産
額
の
要
件
な
ど
が
緩
和
さ
れ
は
し
た
が
、
依
然
と
し

て
Ｔ
Ｐ
Ｍ
は
金
融
商
品
取
引
法
や
東
証
の
規
則
で
、
こ
の
特
定
投
資

家
等
を
除
く
一
般
投
資
家
に
よ
る
株
式
の
買
い
付
け
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
」。
上
記
の
「
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
個
人
」
に
関
す
る
一
定

の
要
件
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
東
京
証
券
取
引
所
（
二
〇
二
四
）
に

記
さ
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｐ
Ｍ
に
お
け
る
同
内
容
は
、
福
岡
証
券
取
引
所

（
二
〇
二
四
）
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
と
同

一
で
あ
る
。

⑵　

本
年
（
二
〇
二
五
年
）
大
発
会
の
日
（
一
月
六
日
）
に
常
務
執
行

役
と
い
う
肩
書
が
新
た
に
付
さ
れ
た
。
本
稿
の
主
人
公
で
あ
る
の

で
、
少
し
長
い
が
現
在
の
名
刺
に
記
さ
れ
て
い
る
役
職
を
以
下
に
記

し
て
お
き
た
い
。
証
券
会
員
制
法
人
福
岡
証
券
取
引
所
常
務
執
行
役

営
業
部
長
兼
福
証
改
革
推
進
室
参
与
兼
福
岡
証
券
取
引
所
活
性
化
推

進
協
議
会
事
務
局
次
長
加
來
英
彦
（
か
く
ひ
で
ひ
こ
）。

⑶　

二
〇
〇
〇
年
に
新
潟
証
券
取
引
所
と
広
島
証
券
取
引
所
が
東
京
証

券
取
引
所
と
合
併
、
二
〇
〇
一
年
に
は
京
都
証
券
取
引
所
が
大
阪
証

券
取
引
所
と
合
併
を
行
っ
た
。

⑷　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
向
け
市
場
を
新
設
し
た
も
の
の
上
場
企
業
が
存

在
し
な
い
と
い
う
状
況
は
福
証
に
限
っ
た
話
で
は
な
か
っ
た
。
一
九

九
九
年
に
名
古
屋
証
券
取
引
所
に
開
設
さ
れ
た
セ
ン
ト
レ
ッ
ク
ス

（
現
ネ
ク
ス
ト
）、
二
〇
〇
〇
年
に
札
幌
証
券
取
引
所
に
創
設
さ
れ
た

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
は
、
市
場
開
設
時
に
は
上
場
企
業
は
存
在
せ
ず
、
両

市
場
と
も
に
二
〇
〇
一
年
に
最
初
の
上
場
企
業
が
誕
生
し
て
い
る

（
船
岡
、
二
〇
〇
七
）。
相
次
い
で
新
潟
・
広
島
・
京
都
の
三
つ
の
地

方
証
券
取
引
所
が
消
滅
し
、
地
方
取
引
所
の
存
廃
に
関
す
る
議
論
が

一
段
と
高
ま
っ
た
時
期
に
お
い
て
、
新
市
場
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
市

場
を
育
て
ら
れ
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
。

⑸　

東
京
証
券
取
引
所
は
、「
市
場
第
一
部
」「
市
場
第
二
部
」「
マ
ザ
ー

ズ
」「JA

SD
A
Q

（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
／
グ
ロ
ー
ス
）」
で
あ
っ
た
市
場

区
分
を
二
〇
二
四
年
四
月
四
日
よ
り
、「
プ
ラ
イ
ム
」「
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」「
グ
ロ
ー
ス
」
に
変
更
し
て
い
る
。

⑹　

二
〇
二
五
年
二
月
三
日
お
よ
び
二
月
一
七
日
に
福
岡
証
券
取
引
所
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（
福
岡
市
中
央
区
）
に
お
い
て
加
來
部
長
に
対
し
て
聞
き
取
り
を
行
っ

た
。
大
変
お
忙
し
い
中
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
聞
き
取
り
に
基
づ
く
部

分
を
含
め
て
、
本
稿
の
す
べ
て
の
内
容
に
お
け
る
あ
り
得
べ
き
誤
り

は
す
べ
て
筆
者
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

⑺　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
五
日
。

⑻　

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ト
市
場
は
、
日
本
証
券
業
協
会
が
未
公
開
株
市
場

と
し
て
一
九
九
七
年
七
月
か
ら
運
営
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
八
年
四

月
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
（
松
尾
、
二
〇
二
四
）。

⑼　

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ト
市
場
に
お
け
る
デ
ィ
ー
・
ブ
レ
イ
ン
証
券
の
関

与
に
つ
い
て
は
齋
藤
（
二
〇
一
四
）
に
詳
し
い
。

⑽　

プ
ロ
投
資
家
に
限
定
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
し
て
、

一
般
投
資
家
が
参
加
可
能
な
市
場
を
一
般
市
場
と
呼
ぶ
こ
と
が
多

い
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
福
証
の
本
則
・Q

-Board
、
東
証
の
プ
ラ
イ

ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
グ
ロ
ー
ス
は
す
べ
て
一
般
市
場
に
分
類
さ
れ

る
。

⑾　

加
來
（
二
〇
二
四
）
よ
り
採
取
。

⑿　
「
特
定
取
引
所
金
融
商
品
市
場
は
、
原
則
と
し
て
一
般
投
資
家
の
買

付
け
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
『
プ
ロ
向
け
市

場
』
と
呼
ば
れ
、
二
〇
〇
八
年
の
金
融
商
品
取
引
所
法
改
正
に
よ
っ

て
開
設
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
」（
東
京
証
券
取
引
所
、
二
〇
二
四
、

福
岡
証
券
取
引
所
、
二
〇
二
四
）。
本
稿
に
お
け
る
「
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
は
、「
プ
ロ
市
場
」、「
特
定
取
引
所
金
融
商
品
市
場
」
と
同
じ
意

味
で
使
用
し
て
い
る
。

⒀　
「
福
岡
証
券
取
引
所
活
性
化
推
進
協
議
会
」
が
地
元
財
界
の
後
押
し

に
よ
り
一
九
九
八
年
に
設
置
さ
れ
た
（
現
在
も
継
続
中
）。
同
推
進
協

議
会
の
委
員
に
は
九
州
、
沖
縄
お
よ
び
山
口
の
地
方
銀
行
一
二
行
の

頭
取
や
会
長
が
委
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
方
銀

行
か
ら
の
出
向
人
材
が
上
場
準
備
企
業
の
開
拓
を
行
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
同
取
引
所
の
小
西
雄
二
専
務
理
事
（
当
時
）
は
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
手
厚
い
地
元
財
界
か
ら
の
支
援
の
一
つ
に
、
出

向
者
の
多
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
取
引
所
に

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
う
ち
に
は
九
州
電
力
か
ら
二
人
、

福
銀
と
西
銀
か
ら
一
人
ず
つ
、
西
部
ガ
ス
か
ら
一
人
。
福
岡
県
庁
か

ら
一
人
の
合
計
六
名
の
出
向
者
が
い
ま
す
。
営
業
部
隊
は
全
員
銀
行

か
ら
の
出
向
者
で
す
。
平
成
一
五
年
に
営
業
部
を
作
っ
て
、
銀
行
員

の
人
に
上
場
準
備
企
業
の
開
拓
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
当
初

は
、
福
銀
と
西
銀
、
そ
し
て
福
岡
シ
テ
ィ
か
ら
の
出
向
者
で
三
人
い

た
ん
で
す
が
、
西
銀
と
福
岡
シ
テ
ィ
が
合
併
し
て
一
人
欠
け
ち
ゃ
っ

た
の
で
、
九
州
電
力
か
ら
来
て
い
る
人
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
三
人

で
営
業
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」（
深
見
・
二
上
、
二
〇
一
七
）。

⒁　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
三
年
五
月
三
一
日
。

⒂　

プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
一
般
市
場
に
お

け
る
、
主
幹
事
証
券
会
社
の
役
割
に
加
え
て
、
取
引
所
が
行
う
上
場
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審
査
を
取
引
所
に
代
わ
っ
て
行
う
存
在
で
あ
り
、
プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
お
け
る
極
め
て
重
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
東
京
証
券
取
引
所

（
二
〇
二
四
）
に
お
け
るJ-A

dviser

に
関
す
る
説
明
を
以
下
に
記
し

て
お
く
。「T

O
K
Y
O
�PRO

�M
arket

は
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
が

開
設
す
る
Ａ
Ｉ
Ｍ
市
場
のN

om
inated�A

dvisers

（
通
称N

om
ads

）

制
度
を
参
考
に
し
た
『J-A

dviser

制
度
』
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

J-A
dviser

制
度
は
二
〇
〇
八
年
の
金
融
商
品
取
引
法
改
正
に
よ
っ

て
可
能
と
な
っ
た
制
度
で
あ
り
、
東
京
証
券
取
引
所
は
一
定
の
資
格

要
件
を
満
た
し
、
資
格
を
認
証
し
たJ-A

dviser

に
対
し
て
特
定
業

務
（
上
場
又
は
上
場
廃
止
に
関
す
る
基
準
又
は
上
場
適
格
性
要
件
に

適
合
す
る
か
ど
う
か
の
調
査
な
ど
）
を
委
託
し
ま
す
。J-A

dv�
iser

は
担
当
す
る
上
場
会
社
に
対
し
て
、
上
場
前
の
上
場
適
格
性
の

調
査
確
認
や
上
場
後
の
適
時
開
示
の
助
言
・
指
導
、
上
場
維
持
要
件

の
適
合
状
況
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
」。
Ｆ
Ｐ
Ｍ
に
お
い
て
は
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
をF-A

dviser

と
呼
び
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
と
同
じ
制
度
設
計
で
運

用
を
行
っ
て
い
る
。

⒃　

九
州
Ｆ
Ｇ
証
券
は
、
二
〇
一
五
年
に
肥
後
銀
行
と
鹿
児
島
銀
行
が

経
営
統
合
し
て
立
ち
上
げ
た
九
州
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
一

員
で
あ
る
。
九
州
Ｆ
Ｇ
証
券
の
株
式
引
受
業
務
へ
の
参
入
に
つ
い
て

は
船
岡
・
姚
（
二
〇
〇
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⒄　

九
州
Ｆ
Ｇ
証
券
、
佐
賀
銀
行
と
も
に
Ｆ
Ｐ
Ｍ
お
よ
び
Ｔ
Ｐ
Ｍ
の
両

市
場
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
を
有
し
て
い
る
。
地
方
銀
行
系
証
券
会

社
お
よ
び
銀
行
と
し
て
最
初
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
と
い
う
は
、

Ｆ
Ｐ
Ｍ
と
Ｔ
Ｐ
Ｍ
の
両
市
場
に
お
い
て
共
通
で
あ
る
。

　

プ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
上
場
企
業
と
特
定
投
資
家
を
つ
な
ぐ
役

割
は
流
動
性
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
い
う
存
在
が
担
う
。
九
州
Ｆ
Ｇ
証
券

は
福
証
の
会
員
証
券
会
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
証
券
がF-A

dvi�
ser

を
担
当
す
る
場
合
、
流
動
性
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
つ
い
て
も
担
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
佐
賀
銀
行
は
証
券
会
社
で
は
な
い
た
め
、
流

動
性
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
佐
賀
銀

行
がF-A

dviser

を
務
め
る
場
合
、
同
銀
行
が
有
す
る
特
定
投
資
家

に
関
す
る
情
報
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
流
動
性
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
を
選
定
す
る
こ
と
が
Ｆ
Ｐ
Ｍ
上
場
企
業
に
と
っ
て
大
事
と

な
ろ
う
。
現
時
点
で
は
、F-A

dviser

で
は
な
い
が
、
福
証
会
員
の

中
で
地
銀
系
証
券
会
社
で
あ
る
Ｆ
Ｆ
Ｇ
証
券
、
西
日
本
Ｔ
Ｔ
証
券

（
福
証
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
順
）
に
対
し
て
も
流
動
性
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

と
し
て
、
地
域
の
特
定
投
資
家
と
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
よ
う
。

⒅　

本
年
二
月
三
日
に
名
古
屋
証
券
取
引
所
メ
イ
ン
市
場
に
バ
ル
コ

ス
、
同
年
三
月
二
一
日
に
福
証Q

-Board

に
パ
パ
ネ
ッ
ツ
が
フ
ィ

リ
ッ
プ
証
券
を
主
幹
事
証
券
会
社
と
し
て
新
規
上
場
を
行
っ
た
。

⒆　

現
時
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
福
証Q

-Board

に
上
場
し
た
一

七
社
の
う
ち
、
六
社
が
東
証
マ
ザ
ー
ズ
（
現
在
の
グ
ロ
ー
ス
に
相

当
）、
二
社
が
東
証
二
部
（
現
在
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
に
相
当
）
に
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ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
上
場
を
果
た
し
て
い
る
。

　
（
追
記
）

　
　

脱
稿
後
の
校
正
時
に
入
っ
た
情
報
を
以
下
に
記
し
て
お
き
た
い
。

福
証
が
二
〇
二
五
年
二
月
二
六
日
に
Ｆ
Ｐ
Ｍ
へ
の
上
場
申
請
を
受
け

付
け
た
株
式
会
社
光
貴
（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）
は
、F-A

dviser

を

宝
印
刷
が
務
め
、
流
動
性
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
つ
い
て
は
西
日
本
シ

テ
ィ
Ｔ
Ｔ
証
券
が
担
当
す
る
。
同
証
券
に
と
っ
て
最
初
の
流
動
性
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
担
当
案
件
と
な
る
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
証
券
以
外
が

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
初
め
て
の
Ｆ
Ｐ
Ｍ
単
独
上
場
企
業
で
あ

り
、
こ
の
案
件
を
契
機
と
し
て
、
市
場
活
性
化
に
と
っ
て
大
切
で
あ

る
今
後
の
Ｆ
Ｐ
Ｍ
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
多
様
化
が
実
現
す
る

こ
と
を
切
に
願
う
。
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